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近年、様々な場面で「フィンテック（FinTech）」が話題になっており、その進展が FP

実務や生活者の資産形成活動に与える影響は大きいものと考えられる。そこで特

定非営利活動法人 日本ファイナンシャル・プランナーズ協会の資格認定会員を対

象に、フィンテック（FinTech）に関する認識や利用状況などについてアンケート調

査を行い、その結果を貴重な資料として今後の協会運営や会員の方への情報提供

などに役立てることを目的とする。 

調査目的 

特定非営利活動法人 日本ファイナンシャル・プランナーズ協会資格認定会員

（CFP®認定者・AFP認定者）のうち、勤務先（業態）が以下の方 

調査対象 

インターネット調査 調査方法 

775サンプル 有効回答数 

特定非営利活動法人（NPO法人） 

日本ファイナンシャル・プランナーズ協会 

調査主体 

株式会社 日本能率協会総合研究所 調査機関 

平成 29年 2月 10日（金）～2月 20日（月） 調査実施期間 

全国 調査地域 

〇FP会社・事務所（経営者） 

〇FP会社・事務所（従業員） 

〇税務・会計事務所 

〇司法書士・行政書士・法律事務所 

〇社労士事務所 

〇その他士業事務所 
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計数について 

○ 図表中の「ｎ」は算出の母数（回答者総数）である。 

○ 小数点第 2位での四捨五入のため、個々の比率の合計が 100％にならない場

合がある。また、複数回答形式の設問では、比率の合計は概ね 100％を超え

る。 

○ 回答率を合算する場合（例えば「知っている計」など）、実数から改めて割合を

算出するため、図表中に表記された数値の単純合計と一致しないものもある。 

 

言葉の定義について 

○ この調査における「FP業務」とは、個人がライフプラン上の目標を達成すること

を支援するために、必要に応じて他の専門家の協力を得ながらファイナンシャ

ルプランの立案・見直しや、プラン実行のための資産形成商品等の提案を行う

ことをいう。 

○ この調査における「ライフプランニングソフト」とは、個人がライフプラン上の目標

を達成することを支援するために、家族構成や収入・支出、資産・負債等の現

状をもとに、キャッシュフロー表などを作成するソフトウエアをいう。 

○ この調査における「ロボ・アドバイザー」とは、人間のアドバイザーを介さずに、

自動化されたポートフォリオ管理アドバイス等を提供するオンラインサービス・ソ

フトウエアをいう。 

○ この調査における「PFM（個人資産管理）サービス」とは、家計簿ソフトや、銀

行・証券・カード等の口座情報を統合し、一元的に管理するオンラインサービス

をいう。 

○ この調査においては、FP業務において一般的である「ライフプランニングソフ

ト」に「ロボ・アドバイザー」、「PFM（個人資産管理）サービス」を加えて『フィンテ

ック（FinTech）』という。 

○ 調査票の中に表記しているが、「FPの 6ステップ」とは以下の 6つのステップ

を指す。 

ステップ 1／顧客との関係確立とその明確化 

ステップ 2／顧客データの収集と目標の明確化 

ステップ 3／顧客のファイナンス状態の分析と評価 

ステップ 4／プランの検討・作成と提示 

ステップ 5／プランの実行援助 

ステップ 6／プランの定期的見直し 

 

表記について 

○ 調査票では『フィンテック（FinTech）』と表記しているが、報告書の文章及び図

表内では「FinTech」あるいは「フィンテック」のどちらか一方での表記を用いて

いる。 

 

留意事項 
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回 答 者 属 性 

 

      

  

    

男性

69.8%

女性

30.2%

性別 （n=775） 20代

0.8%

30代

12.3%

40代

33.9%50代

30.8%

60代以上

22.2%

年代 （n=775）

3.2

4.5

43.4

3.0

11.9

17.3

7.2

9.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

北海道

東北

関東

北陸

東海

近畿

中国・四国

九州

居住地 （n=775）

CFP®

資格

37.4%AFP資格

62.6%

認定FP資格 （n=775）

19.9

2.6

45.2

11.4

14.1

7.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

FP会社・事務所（経営者）

FP会社・事務所（従業員）

税務・会計事務所

司法書士・行政書士・法律事務所

社労士事務所

その他士業事務所

勤め先 （n=775）

FP業務に

従事して

いる

43.7%

FP業務に

は従事し

ていない

56.3%

FP業務への従事 （n=775）

平均：50.89 歳 
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回 答 者 属 性 

 

  

  

5.0

11.2

15.9

10.3

7.4

9.1

6.2

9.1

25.7

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

１年未満

１年以上～３年未満

３年以上～５年未満

５年以上～７年未満

７年以上～９年未満

９年以上～１１年未満

１１年以上～１３年未満

１３年以上～１５年未満

１５年以上

FP業務の経験年数 （n=339）

34.8

24.5

50.7

31.6

40.4

40.7

57.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

金融資産運用設計

不動産運用設計

ライフプランニング

リタイアメントプランニング

保障・補償設計

タックスプランニング

相続・事業承継設計

FP業務で相談の多い分野（複数回答） （n=339）



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

III. 調査結果の概要 
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1 FinTechの認知率・利用率・利用意向率・顧客自身での利用率 

 

1.1 ライフプランニングソフト 

 全体では、認知率（「知っている」＋「なんとなく知っている」）は 79.6%、利用率（「個人

的に利用している」＋「業務上で利用している」＋「個人的、業務上どちらでも利用して

いる」）は 28.0%、今後の FP業務上での利用意向率（「利用する予定」＋「現在、利用

を検討中」）は 33.1%、顧客自身での利用率（FPの顧客が自身で「利用している」）は

15.9%である。 

 『ロボ・アドバイザー』及び『PFM（個人資産管理）サービス』と比較すると、認知率、利

用率、今後の FP業務での利用意向率、顧客自身での利用率のすべてにおいて『ライ

フプランニングソフト』が最も高い。 

 勤務先別でみると、FP会社・事務所では認知率は 94.8%、利用率は 61.8%、今後の

FP業務上での利用意向率は 44.3%、顧客自身での利用率は 24.1%で、全体と比較し

て高い。 

 FinTechに関する情報量別でみると、情報量が十分である人の認知率は 91.8%、利

用率は 42.3%、顧客自身での利用率は 22.6%で、全体と比較して高い。今後の FP業

務上での利用意向率は 30.8%である。 

 

1.2 ロボ・アドバイザー 

 全体では、認知率（「知っている」＋「なんとなく知っている」）は 45.3%、利用率（「個人

的に利用している」＋「業務上で利用している」＋「個人的、業務上どちらでも利用して

いる」）は 7.7%、今後の FP業務上での利用意向率（「利用する予定」＋「現在、利用を

検討中」）は 21.0%、顧客自身での利用率（FPの顧客が自身で「利用している」）は

2.4%である。 

 『ライフプランニングソフト』及び『PFM（個人資産管理）サービス』と比較すると、認知率、

利用率、今後の FP業務上での利用意向率、顧客自身での利用率のすべてにおいて

『ロボ・アドバイザー』は最も低い。 

 勤務先別でみると、FP会社・事務所の認知率は 74.7%、利用率は 13.8%、今後の FP

業務上での利用意向率は 32.0%、顧客自身での利用率は 4.3%で、全体と比較して高

い。 

 FinTechに関する情報量別でみると、情報量が十分である人では、認知率は 71.8%、

利用率は 16.4%、今後の FP業務上での利用意向率は 29.3%、顧客自身での利用率

は 11.3%で、全体と比較して高い。 

 

1.3 PFM（個人資産管理）サービス 

 全体では、認知率（「知っている」＋「なんとなく知っている」）は 51.6%、利用率（「個人

的に利用している」＋「業務上で利用している」＋「個人的、業務上どちらでも利用して

いる」）は 22.8%、今後の FP業務上での利用意向率（「利用する予定」＋「現在、利用

を検討中」）は 23.4%、顧客自身での利用率（FPの顧客が自身で「利用している」）は

8.8%である。 

誤字脱字のチェックをお願いします。 
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 『ロボ・アドバイザー』の認知率（45.3%）と比較すると認知率は同程度であるが、『ロボ

アドバイザー』の利用率（7.7%）、顧客自身での利用率（2.4%）と比べると『PFM（個人

資産管理）サービス』は 3倍以上高く、『ロボ・アドバイザー』よりも利用されていることが

うかがえる。 

 勤務先別でみると、FP会社・事務所の認知率は 71.8%、利用率は 29.6%、今後の FP

業務上での利用意向率は 28.3%で、全体と比較して高い。、顧客自身での利用率は

9.9%である。 

 FinTechに関する情報量別でみると、情報量が十分である人の認知率は 71.8%、利

用率は 50.8%、今後の FP業務上での利用意向率は 40.4%、顧客自身での利用率は

24.5%で、全体と比較して高い。 

 

2 「FPの 6ステップ」における FinTechでの代替可能性 

 

2.1 『（1）顧客との関係確立とその明確化』は、全体でみると FinTechでの「代替が困難」と

回答した人は 69.8%、「代替が可能」と回答した人は 9.8%である。 

 年代別でみると、「代替が困難」が 30代以下では 82.2%で最も高く、60代以上では

57.6%と低い。60代以上では「わからない」（30.8％）が 3割を占めている。 

 FinTechに関する情報量別でみると、情報量が十分である人は全体と比較して「代替

が困難」と回答した割合が高く 82.4%である。 

 FPの 6ステップの中では、「代替が困難」と回答した割合が最も高く、「代替が可能」と

回答した割合が最も低い。 

 

2.2 『（2）顧客データの収集と目標の明確化』は、全体でみると FinTechでの「代替が困難」

と回答した人は 20.6%、「代替が可能」と回答した人は 62.8%である。 

 勤務先別でみると、FP会社・事務所では「代替が困難」と回答した割合は 33.9%で、全

体と比較して高い。 

 FinTechの情報量別でみると、情報量が十分である人は「代替が困難」と回答した割

合は 29.4%で、全体と比較して高い。 

 「代替が可能」と回答した割合は、FPの 6ステップの中では 2番目に高い。 

 

2.3 『（3）顧客のファイナンス状態の分析と評価』は、全体でみると FinTechでの「代替が困

難」と回答した人は 7.9%、「代替が可能」と回答した人は 77.3%である。 

 年代別でみると、30代以下の「代替が可能」と回答した割合が高く 88.1%である。60

代以上では「代替が可能」の割合は低くなり 65.7%である。 

 FinTechに関する情報量別でみると、情報量が十分である人は「代替が可能」と回答

した割合が 85.9%と、全体と比較して高い。 

 FPの 6ステップの中では、「代替が困難」と回答した割合が最も低く、「代替が可能」と

回答した割合が最も高い。 
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2.4 『（4）プランの検討・作成と提示』は、全体でみると FinTechでの「代替が困難」の割合

は 23.5%、「代替が可能」の割合は 59.6%である。 

 年代別でみると、「代替が可能」は 30代以下が 67.3%で最も高く、60代以上では

50.6%と低い。 

 勤務先別でみると、FP会社・事務所は全体と比較して「代替が困難」の割合が高く

35.6%、「代替が可能」の割合が低く 48.3%である。 

 ＦＰ業務経験年数別でみると、3年以上において「代替が困難」が 3割を超えている（3

年以上 9年未満 34.2％、9年以上 31.8％）。 

 FinTechに関する情報量別でみると、情報量が十分である人は全体と比較して「代替

が可能」と回答した割合が高く 67.1%である。 

 

2.5 『（5）プランの実行援助』は、全体でみると FinTechでの「代替が困難」の割合は

56.8%、「代替が可能」の割合は 22.7%である。 

 年代別でみると、「代替が困難」と回答した人の割合は 30代以下では 66.3%と高く、

60代以上では 45.9%と低い。 

 FP業務経験年数別では、年数が短いほど「代替が困難」 の割合が高くなっている。 

 FinTechに関する情報量別でみると、情報量が十分である人は「代替が困難」と回答

した割合が 64.7%で、全体と比較して高い。 

 FPの 6ステップの中では、「代替が困難」と回答した割合が 2番目に高い。 

 

2.6 『（6）プランの定期的見直し』は、全体でみると FinTechでの「代替が困難」の割合は

28.4%、「代替が可能」の割合は 52.6%である。 

 年代別でみると、年代が下がるほど「代替が困難」 の割合が高くなっており、30代以下

では 35.6%である。「代替が可能」との回答は年代による差はほとんどみられず、いず

れの年代も 50％台である。 

 勤務先別でみると、FP会社・事務所では「代替が困難」が 37.9%で、他の勤務先と比

較して高い。 

 FinTechに関する情報量別でみると、情報量が十分である人は「代替が困難」と回答

した割合が 35.3%で、全体と比較して高い。 

 

3 FinTechが FP業務に与える影響と克服すべき課題、自身の FinTech情報量 

 

3.1 FinTechが FP業務に与える影響は、「FPの業務効率やサービスの質が向上し、顧客

の満足度が高まる」が 44.1%と最も高く、次いで「資産形成意識を持つ顧客層が増え、

FPへの相談ニーズが高まる」が 34.8%、「現在顧客に提供しているサービスが

FinTechにとって代わられる可能性がある」が 34.3%である。 
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 「FPの業務効率やサービスの質が向上し、顧客の満足度が高まる」は、30代以下

（60.4%）、FP業務経験年数 9年以上（50.6％）、FinTechに関する情報量が十分で

ある人（56.5％）などでは 50％以上を占めている。 

 「資産形成意識を持つ顧客層が増え、FPへの相談ニーズが高まる」は、FP会社・事

務所（42.0％）、FP業務経験年数 3年未満（45.5％）、FinTechに関する情報量が十

分である人（41.2％）において 40％以上を占めている。 

 「現在顧客に提供しているサービスが FinTechにとって代わられる可能性がある」は、

属性による差はほとんどない。 

 

3.2 FinTechの影響によって、自身（または会社・事務所）が克服すべき課題は、「（自身の）

FinTechに関する知識・理論の向上」が最も高く 60.9%、次いで「（自身の）投資・ライフ

プラン等に関する知識・理論の向上」が 45.7%、「FinTechの利用による業務効率の向

上」が 44.3%である。 

 「（自身の）FinTechに関する知識・理解の向上」は、30代以下（68.3%）や FP会社・

事務所（66.7％）などで特に高い。 

 「FinTechの利用による業務効率の向上」は、60代以上（33.7%）では低い。FP業務

経験年数 9年以上（53.5％）や FinTechに関する情報量が十分である人（69.4％）は

課題として挙げる割合が高い。 

 「FinTechの利用によるマーケティング手法の向上」は、FP会社・事務所（37.4％）や

FP業務経験年数 9年以上（37.1%）で高い。 

 

3.3 自身の FinTechに関する情報量は「十分である計（「十分である」＋「どちらかといえば

十分である」）」と回答した割合は 11.0%で、約 9割の人が「不足している計（「どちらか

といえば不足している」＋「不足している」）」と感じている。 

 性別でみると、男性の 88.0％、女性の 91.5%が「不足している計」と回答している。 

 年代別でみると、いずれの年代も 80％以上が「不足している計」と回答しているが、そ

の割合は年代が上がるにつれて高くなる。 

 認定 FP資格別でみると、「不足している計」は CFP®認定者が 85.2％、AFP認定者

が 91.3％である。 

 勤務先別でみると、FP会社・事務所は「不足している計」が他の勤務先に比べれば低

いが、それでも 83.3％と 8割超である。 

 

3.4 FinTechに関連して日本 FP協会に望むことは、「FinTechに関する最新の情報提供」

が最も高く 69.8%、次いで「FinTechに関する教育研修の実施」が 55.2%、「FinTech

に関するソフトウェア等の開発及び利用環境の整備」が 43.9%である。 

 勤務先別でみると、FP会社・事務所において「FinTechに関するソフトウエア等の開

発及び利用環境の整備」を望む割合が 55.2%で、他と比較して高い。 

 FP業務経験年数別でみると、9年未満の人の 50％以上が「フィンテックに関するソフト

ウエア等の開発及び利用環境の整備」を望んでいる。 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IV. 調査結果の詳細  
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Q9. 「ライフプランニングソフト」の認知 
 

 全体では、「ライフプランニングソフト」の認知率（「知っている計」）は 79.6％である。 

 年代別でみると、年代間に大差はないが、50代の認知率が 82.8％と 8割を超えている。 

 認定 FP資格別でみると、CFP®認定者の認知率は 89.0％と高い。AFP認定者の認知率は

74.0％である。 

 勤務先別でみると、FP会社・事務所の認知率が 94.8%で、他の勤務先と比較して 20ポイント

近く高い。 

 FinTechに関する情報量別でみると、十分である人の認知率は 91.8%で、不足している人

（78.1％）に比べ 13.7ポイント高い。 

 

 

 Q9.あなたは「ライフプランニングソフト」を知っていますか。（ひとつだけ） 

 

  

n

知っている なんとなく

知っている

知らない 知っている

計

775 47.6      32.0      20.4      79.6      

男性 541 49.7      31.2      19.0      81.0      

女性 234 42.7      33.8      23.5      76.5      

30代以下 101 39.6      35.6      24.8      75.2      

40代 263 44.9      33.8      21.3      78.7      

50代 239 47.7      35.1      17.2      82.8      

60代以上 172 56.4      22.7      20.9      79.1      

CFP®資格 290 60.7    28.3      11.0      89.0      

AFP資格 485 39.8      34.2      26.0      74.0      

FP会社・事務所 174 83.9    10.9     5.2       94.8      

税務・会計事務所 350 37.1     38.3      24.6      75.4      

司法書士・社労士等の士業事務所 251 37.1     37.8      25.1      74.9      

3年未満 55 61.8    21.8     16.4      83.6      

3年以上9年未満 114 58.8    31.6      9.6       90.4      

9年以上 170 73.5    15.9     10.6      89.4      

FP業務に従事していない 436 32.8     39.7      27.5      72.5      

十分である 85 71.8    20.0     8.2       91.8      

不足している 690 44.6      33.5      21.9      78.1      

Q22.自身のFinTech

に関する情報量

Q9.「ライフプランニングソフト」の認知

Q1.性別

Q2.年代

Q4.認定FP資格

Q5.勤務先

Q7.FP業務

の経験年数

全 体

47.6 

32.0 

20.4 

0%

20%

40%

60%

80%

太字 全体と比べて10ポイント以上高い 全体と比べて5ポイント以上高い 太字 全体と比べて10ポイント以上低い

※ 知っている計・・・「知っている」 

「なんとなく知っている」を合計 
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Q10. 「ライフプランニングソフト」の利用状況 
 

 全体では、個人的・業務上での「ライフプランニングソフト」の利用率（利用している計）は 28.0%

である。 

 年代別でみると、60代以上が 31.6％で、他の年代に比べ若干高い。 

 認定 FP資格別でみると、CFP®認定者の利用率は高く、38.8%である。 

 勤務先別でみると、FP会社・事務所の利用率は 61.8%と、他の勤務先に比べてかなり高い。

その内訳は、「業務上で利用」が 36.4％、「個人的、業務上どちらでも利用」が 21.2％である。 

 

 

 Q10. あなたは現在、「ライフプランニングソフト」を利用していますか。（ひとつだけ） 

 

  

n

個人的に

利用してい

る

業務上で

利用してい

る

個人的、

業務上どち

らでも利用

している

個人的、

業務上どち

らも利用し

ていない

利用してい

る計

617 5.3        14.1      8.6        72.0      28.0      

男性 438 5.7        15.1      9.1        70.1      29.9      

女性 179 4.5        11.7      7.3        76.5      23.5      

30代以下 76 6.6        17.1      3.9        72.4      27.6      

40代 207 2.9        14.5      8.2        74.4      25.6      

50代 198 5.6        13.6      9.1        71.7      28.3      

60代以上 136 8.1        12.5      11.0      68.4      31.6      

CFP®資格 258 4.3        19.8      14.7      61.2     38.8      

AFP資格 359 6.1        10.0      4.2        79.7      20.3      

FP会社・事務所 165 4.2        36.4    21.2    38.2     61.8      

税務・会計事務所 264 5.3        6.8        3.4        84.5    15.5      

司法書士・社労士等の士業事務所 188 6.4        4.8        4.8        84.0    16.0      

3年未満 46 8.7        21.7      15.2      54.3     45.7      

3年以上9年未満 103 7.8        26.2    11.7      54.4     45.6      

9年以上 152 3.9        28.9    19.7    47.4     52.6      

FP業務に従事していない 316 4.7        1.9       1.3        92.1    7.9        

十分である 78 9.0        19.2      14.1      57.7     42.3      

不足している 539 4.8        13.4      7.8        74.0      26.0      

Q7.FP業務

の経験年数

Q22.自身のFinTech

に関する情報量

Q5.勤務先

Q10.「ライフプランニングソフト」の利用状況

全 体

Q1.性別

Q2.年代

Q4.認定FP資格

5.3 

14.1 
8.6 

72.0 

0%

20%

40%

60%

80%

太字 全体と比べて10ポイント以上高い 全体と比べて5ポイント以上高い 太字 全体と比べて10ポイント以上低い

※ 利用している計・・・ 

「個人的に利用している」 

「業務上で利用している」 

「個人的、業務上どちらで

も利用している」を合計 

【「ライフプランニングソフト」を知っている人ベース】 
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Q11. 「ライフプランニングソフト」の FP業務上での利用検討 
 

 全体では、「利用する予定」と「現在、利用を検討中」を合わせて 33.1％である。52.6％は「わか

らない」と回答している。 

 性別でみると、「利用予定」と「利用検討中」の合計は男性が 37.7%、女性が 22.8%で男性の

ほうが高い。 

 勤務先別でみると、FP会社・事務所 は「利用予定」と「利用検討中」の合計が 44.3％で高い。

税務・会計事務所（31.2％）と司法書士・社労士等の士業事務所（31.2％）においても 3割強が

「利用予定」もしくは「利用検討中」と回答している。 

 FP業務経験年数別でみると、「利用予定」と「利用検討中」の合計は 9年未満で高く、4割を超

えている。 

 

 

 Q11．あなたは今後、「ライフプランニングソフト」をＦＰ業務上で利用することを検討していますか。（ひとつだけ） 

  

n

利用する

予定

現在、利

用を検討

中

利用するこ

とはない

わからない 「利用する

予定」+

「現在利

用を検討

中」

477 6.9        26.2      14.3      52.6      33.1      

男性 332 6.9        30.7      12.7      49.7      37.7      

女性 145 6.9        15.9     17.9      59.3      22.8      

30代以下 60 3.3        31.7      18.3      46.7      35.0      

40代 160 4.4        28.8      12.5      54.4      33.1      

50代 153 9.2        23.5      13.1      54.2      32.7      

60代以上 104 9.6        23.1      16.3      51.0      32.7      

CFP®資格 169 7.7        26.6      18.9      46.7      34.3      

AFP資格 308 6.5        26.0      11.7      55.8      32.5      

FP会社・事務所 70 11.4      32.9      18.6      37.1     44.3      

税務・会計事務所 237 7.6        23.6      13.9      54.9      31.2      

司法書士・社労士等の士業事務所 170 4.1        27.1      12.9      55.9      31.2      

3年未満 29 10.3      34.5      6.9        48.3      44.8      

3年以上9年未満 64 12.5      29.7      17.2      40.6     42.2      

9年以上 78 10.3      28.2      16.7      44.9      38.5      

FP業務に従事していない 306 4.6        24.2      13.7      57.5      28.8      

十分である 52 11.5      19.2      23.1      46.2      30.8      

不足している 425 6.4        27.1      13.2      53.4      33.4      

Q7.FP業務

の経験年数

Q22.自身のFinTech

に関する情報量

Q5.勤務先

Q11.「ライフプランニングソフト」の利用検討

全 体

Q1.性別

Q2.年代

Q4.認定FP資格

6.9 

26.2 

14.3 

52.6 

0%

20%

40%

60%

80%

太字 全体と比べて10ポイント以上高い 全体と比べて5ポイント以上高い 太字 全体と比べて10ポイント以上低い

【「ライフプランニングソフト」を業務上利用して

いない人ベース】 
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Q12. 「ロボ・アドバイザー」の認知 
 

 全体では、「ロボ・アドバイザー」の認知率（「知っている計」）は 45.3％である。 

 年代別でみると、いずれの年代も認知率は 40％台である。 

 認定 FP資格別でみると、CFP®認定者では認知率が 59.3%で、AFP認定者（36.9％）と比較

して 22.4ポイント高い。 

 勤務先別でみると、FP 会社・事務所の認知率は 74.7%で、他の勤務先と比較して非常に高い。 

 FP業務経験年数別でみると、経験年数による差はみられず、認知率はいずれも 6割以上と高

い。 

 FinTechに関する情報量別でみると、十分である人（71.8％）と不足している人（42.0％）の認

知率には 29.8ポイントもの開きがある。 

 

 

 Q12．あなたは「ロボ・アドバイザー」を知っていますか。（ひとつだけ） 

 

  

n

知っている なんとなく

知っている

知らない 知っている

計

775 23.0      22.3      54.7      45.3       

男性 541 24.0      23.3      52.7      47.3       

女性 234 20.5      20.1      59.4      40.6       

30代以下 101 18.8      29.7      51.5      48.5       

40代 263 24.3      20.2      55.5      44.5       

50代 239 25.5      19.7      54.8      45.2       

60代以上 172 19.8      25.0      55.2      44.8       

CFP®資格 290 34.5    24.8      40.7     59.3       

AFP資格 485 16.1      20.8      63.1      36.9       

FP会社・事務所 174 48.3    26.4      25.3     74.7       

税務・会計事務所 350 17.1      19.1      63.7      36.3       

司法書士・社労士等の士業事務所 251 13.5      23.9      62.5      37.5       

3年未満 55 32.7      27.3      40.0     60.0       

3年以上9年未満 114 36.0    24.6      39.5     60.5       

9年以上 170 35.9    25.9      38.2     61.8       

FP業務に従事していない 436 13.3      19.7      67.0    33.0       

十分である 85 54.1    17.6      28.2     71.8       

不足している 690 19.1      22.9      58.0      42.0       

Q7.FP業務

の経験年数

Q22.自身のFinTech

に関する情報量

Q5.勤務先

Q12.「ロボ・アドバイザー」の認知

全 体

Q1.性別

Q2.年代

Q4.認定FP資格

23.0 22.3 

54.7 

0%

20%

40%

60%

80%

太字 全体と比べて10ポイント以上高い 全体と比べて5ポイント以上高い 太字 全体と比べて10ポイント以上低い

※ 知っている計・・・「知っている」 

「なんとなく知っている」を合計 
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Q13. 「ロボ・アドバイザー」の利用状況 
 

 全体では、個人的・業務上での「ロボ・アドバイザー」の利用率（利用している計）は 7.7%と 1割

に満たない。 

 年代別でみると、40代では 9.4％、50代で 9.3％の利用率であるが、30代以下での利用率は

2.0%と低い。 

 認定 FP資格別でみると、CFP®認定者が 9.3％、AFP認定者が 6.1％の利用率である。 

 勤務先別でみると、FP会社・事務所の利用率は 13.8%と、1割超である。 

 FP業務経験年数別でみると、3年以上 9年未満の利用率が 11.6％で、他と比較するとやや

高い。 

 

 

 Q13．あなたは現在、「ロボ・アドバイザー」を利用していますか。（ひとつだけ） 

 

  

n

個人的に

利用してい

る

業務上で

利用してい

る

個人的、

業務上どち

らでも利用

している

個人的、

業務上どち

らも利用し

ていない

利用してい

る計

351 5.4        0.9        1.4        92.3      7.7        

男性 256 5.1        0.8        0.8        93.4      6.6        

女性 95 6.3        1.1        3.2        89.5      10.5      

30代以下 49 2.0        -          -          98.0      2.0        

40代 117 6.0        2.6        0.9        90.6      9.4        

50代 108 6.5        -          2.8        90.7      9.3        

60代以上 77 5.2        -          1.3        93.5      6.5        

CFP®資格 172 5.8        1.2        2.3        90.7      9.3        

AFP資格 179 5.0        0.6        0.6        93.9      6.1        

FP会社・事務所 130 7.7        2.3        3.8        86.2      13.8      

税務・会計事務所 127 3.1        -          -          96.9      3.1        

司法書士・社労士等の士業事務所 94 5.3        -          -          94.7      5.3        

3年未満 33 6.1        3.0        -          90.9      9.1        

3年以上9年未満 69 8.7        1.4        1.4        88.4      11.6      

9年以上 105 3.8        1.0        2.9        92.4      7.6        

FP業務に従事していない 144 4.9        -          0.7        94.4      5.6        

十分である 61 11.5      1.6        3.3        83.6      16.4      

不足している 290 4.1        0.7        1.0        94.1      5.9        

Q7.FP業務

の経験年数

Q22.自身のFinTech

に関する情報量

Q5.勤務先

Q13.「ロボ・アドバイザー」の利用状況

全 体

Q1.性別

Q2.年代

Q4.認定FP資格

5.4 
0.9 1.4 

92.3 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

太字 全体と比べて10ポイント以上高い 全体と比べて5ポイント以上高い 太字 全体と比べて10ポイント以上低い

※ 利用している計・・・ 

「個人的に利用している」 

「業務上で利用している」 

「個人的、業務上どちらで

も利用している」を合計 

【「ロボ・アドバイザー」を知っている人ベース】 
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Q14. 「ロボ・アドバイザー」の FP業務上での利用検討 
 

 全体では、「利用する予定」と「現在、利用を検討中」を合わせて 21.0％である。60.3％は「わか

らない」と回答している。 

 性別でみると、「利用予定」と「利用検討中」の合計は男性が 23.0％、女性が 15.4％。「利用す

ることはない」との回答は女性が 24.2%で、男性の 16.7％と比較すると高い。 

 年代別でみると、「利用予定」と「利用検討中」の合計割合は年代が上になるほど高くなっており、

60代以上では 30.3％である。 

 勤務先別でみると、FP会社・事務所 では「利用予定」と「利用検討中」の合計は 32.0%で、他

の勤務先と比較すると高い。 

 FP業務経験年数別でみると、「利用予定」と「利用検討中」の合計は 3年未満で 31.3％と高い。 

 

 

 Q14．あなたは今後、「ロボ・アドバイザー」をＦＰ業務上で利用することを検討していますか。（ひとつだけ） 

  

n

利用する

予定

現在、利

用を検討

中

利用するこ

とはない

わからない 「利用する

予定」+

「現在利

用を検討

中」

343 5.0        16.0      18.7      60.3      21.0      

男性 252 5.2        17.9      16.7      60.3      23.0      

女性 91 4.4        11.0      24.2      60.4      15.4      

30代以下 49 -          10.2      18.4      71.4    10.2      

40代 113 4.4        14.2      20.4      61.1      18.6      

50代 105 4.8        17.1      14.3      63.8      21.9      

60代以上 76 9.2        21.1      22.4      47.4     30.3      

CFP®資格 166 5.4        19.9      20.5      54.2      25.3      

AFP資格 177 4.5        12.4      16.9      66.1      16.9      

FP会社・事務所 122 11.5      20.5      18.9      49.2     32.0      

税務・会計事務所 127 1.6        15.0      14.2      69.3      16.5      

司法書士・社労士等の士業事務所 94 1.1        11.7      24.5      62.8      12.8      

3年未満 32 12.5      18.8      12.5      56.3      31.3      

3年以上9年未満 67 9.0        13.4      23.9      53.7      22.4      

9年以上 101 5.9        20.8      17.8      55.4      26.7      

FP業務に従事していない 143 0.7        13.3      18.2      67.8      14.0      

十分である 58 10.3      19.0      20.7      50.0     29.3      

不足している 285 3.9        15.4      18.2      62.5      19.3      

Q7.FP業務

の経験年数

Q22.自身のFinTech

に関する情報量

Q5.勤務先

Q14.「ロボ・アドバイザー」の利用検討

全 体

Q1.性別

Q2.年代

Q4.認定FP資格
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16.0 18.7 

60.3 

0%

20%

40%

60%

80%

太字 全体と比べて10ポイント以上高い 全体と比べて5ポイント以上高い 太字 全体と比べて10ポイント以上低い

【「ロボ・アドバイザー」を業務上利用して

いない人ベース】 
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Q15. 「PFM（個人資産管理）サービス」の認知 
 

 全体では、「PFM（個人資産管理）サービス」の認知率（「知っている計」）は 51.6％である。 

 年代別でみると、60代以上（47.1％）を除く各年代の認知率は 50％超である。 

 認定 FP資格別でみると、CFP®認定者は認知率が 61.4%で、AFP認定者（45.8％）と比較し

て 15.6ポイント高い。 

 勤務先別でみると、FP会社・事務所の認知率は 71.8%で、他の勤務先と比較して 25ポイント

以上高い。 

 FP業務経験年数別でみると、認知率は業務経験が長くなるほど高く、9年以上では 65.9％で

ある。 

 FinTechに関する情報量別でみると、十分である人の認知率は 71.8％で、不足している人

（49.1％）に比べ 22.7ポイント高い。 

 

 

Q15．あなたは「ＰＦＭ（個人資産管理）」を知っていますか。（ひとつだけ） 

 

  

n

知っている なんとなく

知っている

知らない 知っている

計

775 23.1      28.5      48.4      51.6      

男性 541 24.0      29.2      46.8      53.2      

女性 234 20.9      26.9      52.1      47.9      

30代以下 101 27.7      25.7      46.5      53.5      

40代 263 23.2      28.1      48.7      51.3      

50代 239 24.3      30.1      45.6      54.4      

60代以上 172 18.6      28.5      52.9      47.1      

CFP®資格 290 30.3      31.0      38.6      61.4      

AFP資格 485 18.8      27.0      54.2      45.8      

FP会社・事務所 174 45.4    26.4      28.2     71.8      

税務・会計事務所 350 18.6      27.7      53.7      46.3      

司法書士・社労士等の士業事務所 251 13.9      31.1      55.0      45.0      

3年未満 55 27.3      29.1      43.6      56.4      

3年以上9年未満 114 31.6      25.4      43.0      57.0      

9年以上 170 38.2    27.6      34.1     65.9      

FP業務に従事していない 436 14.4      29.6      56.0      44.0      

十分である 85 61.2    10.6     28.2     71.8      

不足している 690 18.4      30.7      50.9      49.1      

Q7.FP業務

の経験年数

Q22.自身のFinTech

に関する情報量

Q5.勤務先

Q15.「ＰＦＭ（個人資産管理）」の認知

全 体

Q1.性別

Q2.年代

Q4.認定FP資格

23.1 
28.5 

48.4 

0%

20%

40%

60%

80%

太字 全体と比べて10ポイント以上高い 全体と比べて5ポイント以上高い 太字 全体と比べて10ポイント以上低い

※ 知っている計・・・「知っている」 

「なんとなく知っている」を合計 
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Q16. 「PFM（個人資産管理）サービス」の利用状況 
 

 全体では、個人的・業務上での「PFM（個人資産管理）サービス」の利用率（利用している計）は

22.8%である。 

 年代別でみると、30代以下の利用率が 31.5％で最も高く、年代が上がるにつれて低くなってい

る。 

 認定 FP資格別でみると、CFP®認定者が 27.5％、AFP認定者が 18.9％の利用率である。 

 勤務先別でみると、FP会社・事務所の利用率は 29.6%で高いが、その内訳をみるとほとんど

は「個人的利用」（25.6％）である。 

 FinTechに関する情報量別でみると、十分である人の利用率は 50.8％と高く、36.1％は「個人

的利用」と回答している。 

 

 

 Q16．あなたは現在、「ＰＦＭ（個人資産管理）」を利用していますか。（ひとつだけ） 

 

  

n

個人的に

利用してい

る

業務上で

利用してい

る

個人的、

業務上どち

らでも利用

している

個人的、

業務上どち

らも利用し

ていない

利用してい

る計

400 18.0      1.5        3.3        77.3      22.8      

男性 288 17.4      1.0        3.8        77.8      22.2      

女性 112 19.6      2.7        1.8        75.9      24.1      

30代以下 54 24.1      1.9        5.6        68.5      31.5      

40代 135 23.7      3.0        3.0        70.4      29.6      

50代 130 14.6      0.8        3.1        81.5      18.5      

60代以上 81 9.9        -          2.5        87.7    12.3      

CFP®資格 178 22.5      1.1        3.9        72.5      27.5      

AFP資格 222 14.4      1.8        2.7        81.1      18.9      

FP会社・事務所 125 25.6      -          4.0        70.4      29.6      

税務・会計事務所 162 17.3      3.7        4.3        74.7      25.3      

司法書士・社労士等の士業事務所 113 10.6      -          0.9        88.5    11.5      

3年未満 31 32.3    -          -          67.7      32.3      

3年以上9年未満 65 15.4      -          7.7        76.9      23.1      

9年以上 112 21.4      2.7        6.3        69.6      30.4      

FP業務に従事していない 192 14.6      1.6        0.5        83.3      16.7      

十分である 61 36.1    3.3        11.5      49.2     50.8      

不足している 339 14.7      1.2        1.8        82.3      17.7      

Q7.FP業務

の経験年数

Q22.自身のFinTech

に関する情報量

Q5.勤務先

Q16.「ＰＦＭ（個人資産管理）」の利用状況

全 体

Q1.性別

Q2.年代

Q4.認定FP資格

18.0 

1.5 3.3 

77.3 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

太字 全体と比べて10ポイント以上高い 全体と比べて5ポイント以上高い 太字 全体と比べて10ポイント以上低い

※ 利用している計・・・ 

「個人的に利用している」 

「業務上で利用している」 

「個人的、業務上どちらで

も利用している」を合計 

【「PFM（個人資産管理）」を知っている人ベース】 
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Q17. 「PFM（個人資産管理）サービス」の FP業務上での利用

検討 
 

 全体では、「利用する予定」と「現在、利用を検討中」を合わせて、23.4％である。61.9％は「わ

からない」と回答している。 

 勤務先別でみると、「利用予定」と「利用検討中」の合計は FP会社・事務所では 28.3％、税務・

会計事務所では 24.2％である。 

 FP業務経験年数別でみると、3年未満では「利用予定」（9.7%）と「利用検討中」 （29.0%）とも

に、他の年数と比較して高い。 

 FinTechに関する情報量別でみると、十分である人の「利用検討中」が 30.8%と高く、「利用予

定」（9.6％）との合計は 40.4％である。 

 

 

 Q17．あなたは今後、「ＰＦＭ（個人資産管理）」をＦＰ業務上で利用することを検討していますか。（ひとつだけ） 

 

  

n

利用する

予定

現在、利

用を検討

中

利用するこ

とはない

わからない 「利用する

予定」+

「現在利

用を検討

中」

381 4.5        18.9      14.7      61.9      23.4      

男性 274 5.1        21.2      14.2      59.5      26.3      

女性 107 2.8        13.1      15.9      68.2      15.9      

30代以下 50 2.0        18.0      16.0      64.0      20.0      

40代 127 3.9        22.8      12.6      60.6      26.8      

50代 125 4.0        20.8      12.8      62.4      24.8      

60代以上 79 7.6        10.1      20.3      62.0      17.7      

CFP®資格 169 5.9        20.1      13.6      60.4      26.0      

AFP資格 212 3.3        17.9      15.6      63.2      21.2      

FP会社・事務所 120 8.3        20.0      15.8      55.8      28.3      

税務・会計事務所 149 3.4        20.8      15.4      60.4      24.2      

司法書士・社労士等の士業事務所 112 1.8        15.2      12.5      70.5      17.0      

3年未満 31 9.7        29.0    19.4      41.9     38.7      

3年以上9年未満 60 8.3        23.3      15.0      53.3      31.7      

9年以上 102 4.9        22.5      12.7      59.8      27.5      

FP業務に従事していない 188 2.1        13.8      14.9      69.1      16.0      

十分である 52 9.6        30.8    19.2      40.4     40.4      

不足している 329 3.6        17.0      14.0      65.3      20.7      

Q7.FP業務

の経験年数

Q22.自身のFinTech

に関する情報量

Q5.勤務先

Q17.「ＰＦＭ（個人資産管理）」の利用検討

全 体

Q1.性別

Q2.年代

Q4.認定FP資格

4.5 

18.9 
14.7 

61.9 

0%

20%

40%

60%

80%

太字 全体と比べて10ポイント以上高い 全体と比べて5ポイント以上高い 太字 全体と比べて10ポイント以上低い

【「PFM（個人資産管理）」を業務上利用して

いない人ベース】 



 

25 

 

 

Q18-1. 「ライフプランニングソフト」の顧客利用状況 
 

 全体では、「ライフプランニングソフト」を顧客自身で「利用している」割合は 15.9%、「利用してい

ない」が 64.3％である。 

 FPの年代別でみると、30代以下の FPの顧客自身は「利用していない」が 78.6%で高い。

50代の FPの顧客自身は「利用している」（21.6％）が 2割を超えている。 

 FPの勤務先別でみると、FP会社・事務所の顧客自身が「利用している」は 24.1%で、他の勤

務先の顧客と比較して高い。 

 FP業務経験年数別でみると、3年未満の FPの顧客自身は「利用していない」が 70.9％と高

い。 

 

 

 Q18．あなた（またはあなたの会社・事務所）の「顧客」は顧客自身で以下のツールを利用していますか。― 「ライフプラ

ンニングソフト」  （ひとつだけ） 

  

n

利用してい

る

利用してい

ない

わからない

339 15.9      64.3      19.8      

男性 254 16.9      63.4      19.7      

女性 85 12.9      67.1      20.0      

30代以下 42 11.9      78.6    9.5       

40代 102 11.8      66.7      21.6      

50代 111 21.6      62.2      16.2      

60代以上 84 15.5      57.1      27.4      

CFP®資格 181 21.5      59.7      18.8      

AFP資格 158 9.5        69.6      20.9      

FP会社・事務所 162 24.1      62.3      13.6      

税務・会計事務所 112 8.0        70.5      21.4      

司法書士・社労士等の士業事務所 65 9.2        58.5      32.3    

3年未満 55 7.3        70.9      21.8      

3年以上9年未満 114 17.5      64.9      17.5      

9年以上 170 17.6      61.8      20.6      

FP業務に従事していない 0 -          -          -          

十分である 53 22.6      58.5      18.9      

不足している 286 14.7      65.4      19.9      

Q7.FP業務

の経験年数

Q22.自身のFinTech

に関する情報量

Q5.勤務先

Q18-1.「ライフプランニングソフト」の顧客利用状況

全 体

Q1.性別

Q2.年代

Q4.認定FP資格

15.9 

64.3 

19.8 

0%

20%

40%

60%

80%

太字 全体と比べて10ポイント以上高い 全体と比べて5ポイント以上高い 太字 全体と比べて10ポイント以上低い

【FP業務に従事している人ベース】 
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Q18-2. 「ロボ・アドバイザー」の顧客利用状況 
 

 全体では、「ロボ・アドバイザー」を顧客自身で「利用している」割合は 2.4％と低い。「利用して

いない」が 73.7％である。 

 FPの年代別でみると、いずれの年代の FPの顧客も自身で「利用している」割合は低い。30

代以下の FPの顧客自身では「利用していない」が 88.1%で、他の年代の FPの顧客と比較

して高い。 

 FPの勤務先別でみると、FP会社・事務所の顧客自身で「利用している」は 4.3％で、「利用し

ていない」が 75.9％と高い。 

 FPの業務経験年数別でみると、業務経験の長さに関係なく、顧客自身は「利用していない」と

いう回答が 70％以上である。 

 

 

 Q18．あなた（またはあなたの会社・事務所）の「顧客」は顧客自身で以下のツールを利用していますか。― 「ロボ・アド

バイザー」  （ひとつだけ） 

  

n

利用してい

る

利用してい

ない

わからない

339 2.4        73.7      23.9      

男性 254 2.8        72.8      24.4      

女性 85 1.2        76.5      22.4      

30代以下 42 2.4        88.1    9.5       

40代 102 1.0        71.6      27.5      

50代 111 2.7        74.8      22.5      

60代以上 84 3.6        67.9      28.6      

CFP®資格 181 3.9        74.6      21.5      

AFP資格 158 0.6        72.8      26.6      

FP会社・事務所 162 4.3        75.9      19.8      

税務・会計事務所 112 0.9        77.7      21.4      

司法書士・社労士等の士業事務所 65 -          61.5     38.5    

3年未満 55 -          70.9      29.1      

3年以上9年未満 114 2.6        76.3      21.1      

9年以上 170 2.9        72.9      24.1      

FP業務に従事していない 0 -          -          -          

十分である 53 11.3      66.0      22.6      

不足している 286 0.7        75.2      24.1      

Q7.FP業務

の経験年数

Q22.自身のFinTech

に関する情報量

Q5.勤務先

Q18-2.「ロボ・アドバイザー」の顧客利用状況

全 体

Q1.性別

Q2.年代

Q4.認定FP資格

2.4 

73.7 

23.9 

0%

20%

40%

60%

80%

太字 全体と比べて10ポイント以上高い 全体と比べて5ポイント以上高い 太字 全体と比べて10ポイント以上低い

【FP業務に従事している人ベース】 
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Q18-3. 「PFM（個人資産管理）サービス」の顧客利用状況 
 

 全体では、「PFM（個人資産管理）サービス」を顧客自身が「利用している」割合は 8.8％、「利

用していない」が 62.2％である。 

 FPの年代別でみると、30代以下の FPの顧客自身で「利用している」が 16.7%で、他の年代

の FPの顧客と比較して高い。一方、顧客自身で「利用していない」が高いのは、30代以下の

FPの顧客（69.0％）と 50代の FPの顧客（68.5％）である。 

 FPの勤務先別でみると、FP会社・事務所の顧客（9.9％）も税務・会計事務所の顧客（9.8％）

も顧客自身で「利用している」割合は 1割程度である。 

 FPの業務経験年数別でみると、3年以上 9年未満の FPの顧客は自身で「利用していない」

が 70.2％で高い。 

 

 

 Q18. あなた（またはあなたの会社・事務所）の「顧客」は顧客自身で以下のツールを利用していますか。― 「PFM（個

人資産管理）」  （ひとつだけ） 

  

n

利用してい

る

利用してい

ない

わからない

339 8.8        62.2      28.9      

男性 254 8.7        61.8      29.5      

女性 85 9.4        63.5      27.1      

30代以下 42 16.7      69.0      14.3     

40代 102 12.7      54.9      32.4      

50代 111 5.4        68.5      26.1      

60代以上 84 4.8        59.5      35.7      

CFP®資格 181 8.8        63.0      28.2      

AFP資格 158 8.9        61.4      29.7      

FP会社・事務所 162 9.9        60.5      29.6      

税務・会計事務所 112 9.8        67.0      23.2      

司法書士・社労士等の士業事務所 65 4.6        58.5      36.9      

3年未満 55 9.1        60.0      30.9      

3年以上9年未満 114 4.4        70.2      25.4      

9年以上 170 11.8      57.6      30.6      

FP業務に従事していない 0 -          -          -          

十分である 53 24.5    54.7      20.8      

不足している 286 5.9        63.6      30.4      

Q7.FP業務

の経験年数

Q22.自身のFinTech

に関する情報量

Q5.勤務先

Q18-3.「PFM（個人資産管理）」の顧客利用状況

全 体

Q1.性別

Q2.年代

Q4.認定FP資格

8.8 

62.2 

28.9 

0%

20%

40%

60%

80%

太字 全体と比べて10ポイント以上高い 全体と比べて5ポイント以上高い 太字 全体と比べて10ポイント以上低い

【FP業務に従事している人ベース】 
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Q19. FinTechが FP業務に与える影響についての考え 
 

 「FPの業務効率やサービスの質が向上し、顧客の満足度が高まる」は、全体では 44.1％で

あるが、30代以下（60.4％）、FP業務経験年数 9年以上（50.6％）、FinTechに関する情報

量が十分である人（56.5％）などでは 50％以上の割合を占めている。 

 「資産形成意識を持つ顧客層が増え、FPへの相談ニーズが高まる」は、全体では 34.8％で

あるが、FP会社・事務所（42.0％）、FP業務経験年数 3年未満（45.5％）、FinTechに関す

る情報量が十分である人（41.2％）において 40%以上を占めている。 

 「現在顧客に提供しているサービスがフィンテックにとって代わられる可能性がある」は、全体

では 34.3％であるが、属性による差は小さい。 

 

 

 Q19．「ライフプランニングソフト」や「ロボ・アドバイザー」、「ＰＦＭ（個人資産管理）」（以下、フィンテック（FinTech）と言

う）がＦＰ業務に与える影響をどのように考えますか。（いくつでも） 

  

n

FPの業務

効率や

サービスの

質が向上

し、顧客の

満足度が

高まる

資産形成

意識を持

つ顧客層

が増え、FP

への相談

ニーズが高

まる

現在顧客

に提供して

いるサービ

スがフィン

テックにとっ

て代わられ

る可能性

がある

安価なフィ

ンテックの

利用によ

り、FPの報

酬水準が

低下する

日本では

フィンテック

はあまり普

及せず、

FP業務に

与える影

響は少な

い

その他

775 44.1      34.8      34.3      23.6      11.9      7.6        

男性 541 46.6      34.9      35.7      24.2      11.8      6.7        

女性 234 38.5      34.6      31.2      22.2      12.0      9.8        

30代以下 101 60.4    35.6      37.6      30.7      10.9      4.0        

40代 263 43.0      35.7      35.7      22.8      11.8      9.5        

50代 239 40.2      35.6      34.3      22.2      9.2        6.7        

60代以上 172 41.9      32.0      30.2      22.7      16.3      8.1        

CFP®資格 290 48.6      35.2      34.5      21.0      12.4      6.9        

AFP資格 485 41.4      34.6      34.2      25.2      11.5      8.0        

FP会社・事務所 174 45.4      42.0      35.6      22.4      12.1      8.6        

税務・会計事務所 350 45.7      31.1      32.9      23.1      11.4      6.9        

司法書士・社労士等の士業事務所 251 41.0      35.1      35.5      25.1      12.4      8.0        

3年未満 55 47.3      45.5    34.5      18.2      7.3        7.3        

3年以上9年未満 114 46.5      35.1      32.5      25.4      21.1      2.6        

9年以上 170 50.6      33.5      32.9      24.1      10.6      10.0      

FP業務に従事していない 436 40.6      33.9      35.3      23.6      10.6      8.0        

十分である 85 56.5    41.2      30.6      25.9      11.8      5.9        

不足している 690 42.6      34.1      34.8      23.3      11.9      7.8        

Q7.FP業務

の経験年数

Q22.自身のFinTech

に関する情報量

Q5.勤務先

Q19.FinTechがFP業務に与える影響についての考え

全 体

Q1.性別

Q2.年代

Q4.認定FP資格

44.1 

34.8 34.3 

23.6 

11.9 
7.6 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

太字 全体と比べて10ポイント以上高い 全体と比べて5ポイント以上高い 太字 全体と比べて10ポイント以上低い
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Q20-1. FinTech での代替－FPの 6ステップ『（1）顧客との関係確立と  

その明確化』 
 

 FPプロセスの 6ステップ『（1）顧客との関係確立とその明確化』について、全体では約 7割が

「フィンテックでの代替が困難」（69.8%）、約 1割が「代替が可能」（9.8％）であると回答。 

 年代別でみると、「フィンテックでの代替が困難」が 30代以下では 82.2%で最も高く、60代以

上では 57.6%と低い。60代以上では「わからない」（30.8％）が 3割を占めている。 

 FinTechに関する情報量別でみると、十分である人は「フィンテックでの代替が困難」という回

答が 82.4%と高い。また、不足している人でも、6割超が「代替が困難」（68.3％）としている。 

 

 

 

 Q20．「ＦＰの 6ステップ」それぞれについて、フィンテック（FinTech）での代替が困難であると考えるか、あるいは代替が

可能であると考えるかお答えください。― （1）顧客との関係確立とその明確化  （ひとつだけ） 

  

n

ﾌｨﾝﾃｯｸで

の代替が

困難

ﾌｨﾝﾃｯｸで

の代替が

可能

わからない

775 69.8      9.8        20.4      

男性 541 67.1      11.8      21.1      

女性 234 76.1      5.1        18.8      

30代以下 101 82.2    7.9        9.9       

40代 263 73.0      11.0      16.0      

50代 239 69.9      7.9        22.2      

60代以上 172 57.6     11.6      30.8    

CFP®資格 290 70.0      12.1      17.9      

AFP資格 485 69.7      8.5        21.9      

FP会社・事務所 174 74.1      10.9      14.9      

税務・会計事務所 350 70.0      9.1        20.9      

司法書士・社労士等の士業事務所 251 66.5      10.0      23.5      

3年未満 55 69.1      10.9      20.0      

3年以上9年未満 114 73.7      14.9      11.4      

9年以上 170 67.6      10.0      22.4      

FP業務に従事していない 436 69.7      8.3        22.0      

十分である 85 82.4    9.4        8.2       

不足している 690 68.3      9.9        21.9      

Q7.FP業務

の経験年数

Q22.自身のFinTech

に関する情報量

Q5.勤務先

Q20-1.FinTechの代替可能性_顧客との関係確立とその

明確化

全 体

Q1.性別

Q2.年代

Q4.認定FP資格

69.8 

9.8 

20.4 

0%

20%

40%

60%

80%

太字 全体と比べて10ポイント以上高い 全体と比べて5ポイント以上高い 太字 全体と比べて10ポイント以上低い
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Q20-2. FinTech での代替－FPの 6ステップ『（2）顧客データの収集と目標

の明確化』 
 

 FPプロセスの 6ステップ『（2）顧客データの収集と目標の明確化』について、全体では「フィン

テックでの代替が可能」が 62.8%で、「代替が困難」は 20.6％である。 

 勤務先別でみると、FP会社・事務所は「フィンテックでの代替が困難」が 33.9%で、他の勤務先

と比較して高い。 

 FinTechに関する情報量別でみると、十分である人は「フィンテックでの代替が可能」（62.4％）

の割合は全体とほぼ同じであるが、「代替が困難」（29.4%）の割合が全体に比べて高い。 

 

 

 

 Q20．「ＦＰの 6ステップ」それぞれについて、フィンテック（FinTech）での代替が困難であると考えるか、あるいは代替が

可能であると考えるかお答えください。― （2）顧客データの収集と目標の明確化  （ひとつだけ） 

  

n

ﾌｨﾝﾃｯｸで

の代替が

困難

ﾌｨﾝﾃｯｸで

の代替が

可能

わからない

775 20.6      62.8      16.5      

男性 541 18.3      64.9      16.8      

女性 234 26.1      58.1      15.8      

30代以下 101 27.7      66.3      5.9       

40代 263 19.8      68.1      12.2      

50代 239 19.2      60.3      20.5      

60代以上 172 19.8      56.4      23.8      

CFP®資格 290 24.1      62.8      13.1      

AFP資格 485 18.6      62.9      18.6      

FP会社・事務所 174 33.9    55.7      10.3      

税務・会計事務所 350 16.3      65.7      18.0      

司法書士・社労士等の士業事務所 251 17.5      63.7      18.7      

3年未満 55 23.6      58.2      18.2      

3年以上9年未満 114 24.6      68.4      7.0        

9年以上 170 23.5      60.6      15.9      

FP業務に従事していない 436 18.1      62.8      19.0      

十分である 85 29.4      62.4      8.2        

不足している 690 19.6      62.9      17.5      

Q7.FP業務

の経験年数

Q22.自身のFinTech

に関する情報量

Q5.勤務先

Q20-2.FinTechの代替可能性_顧客データの収集と目

標の明確化

全 体

Q1.性別

Q2.年代

Q4.認定FP資格

20.6 

62.8 

16.5 

0%

20%

40%

60%

80%

太字 全体と比べて10ポイント以上高い 全体と比べて5ポイント以上高い 太字 全体と比べて10ポイント以上低い
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Q20-3. FinTech での代替－FPの 6ステップ『（3）顧客のﾌｧｲﾅﾝｽ状態の

分析と評価』 
 

 FPプロセスの 6ステップ『（3）顧客のファイナンス状態の分析と評価』について、全体では「フィ

ンテックでの代替が可能」が 77.3%と高く、「代替が困難」は 7.9％である。 

 年代別でみると、「フィンテックでの代替が可能」が 30代以下では 88.1%で最も高く、60代以

上（65.7%）と 22.4ポイントの開きがある。 

 FinTechに関する情報量別でみると、十分である人は「フィンテックでの代替が可能」という回

答が 85.9%と高い。 

 

 

 

 Q20．「ＦＰの 6ステップ」それぞれについて、フィンテック（FinTech）での代替が困難であると考えるか、あるいは代替が

可能であると考えるかお答えください。― （3）顧客のﾌｧｲﾅﾝｽ状態の分析と評価  （ひとつだけ） 

  

n

ﾌｨﾝﾃｯｸで

の代替が

困難

ﾌｨﾝﾃｯｸで

の代替が

可能

わからない

775 7.9        77.3      14.8      

男性 541 7.6        77.6      14.8      

女性 234 8.5        76.5      15.0      

30代以下 101 6.9        88.1    5.0        

40代 263 6.1        83.3      10.6      

50代 239 7.5        74.5      18.0      

60代以上 172 11.6      65.7     22.7      

CFP®資格 290 8.6        79.0      12.4      

AFP資格 485 7.4        76.3      16.3      

FP会社・事務所 174 12.1      75.3      12.6      

税務・会計事務所 350 5.7        78.9      15.4      

司法書士・社労士等の士業事務所 251 8.0        76.5      15.5      

3年未満 55 5.5        74.5      20.0      

3年以上9年未満 114 11.4      80.7      7.9        

9年以上 170 9.4        75.3      15.3      

FP業務に従事していない 436 6.7        77.5      15.8      

十分である 85 8.2        85.9      5.9        

不足している 690 7.8        76.2      15.9      

Q7.FP業務

の経験年数

Q22.自身のFinTech

に関する情報量

Q5.勤務先

Q20-3.FinTechの代替可能性_顧客のファイナンス状態

の分析と評価

全 体

Q1.性別

Q2.年代

Q4.認定FP資格

7.9 

77.3 

14.8 

0%

20%

40%

60%

80%

太字 全体と比べて10ポイント以上高い 全体と比べて5ポイント以上高い 太字 全体と比べて10ポイント以上低い
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Q20-4. FinTech での代替－FPの 6ステップ『（4）プランの検討・作成と 

提示』 
 

 FPプロセスの 6ステップ『（4）プランの検討・作成と提示』について、全体では「フィンテックでの

代替が可能」が 59.6%、「代替が困難」が 23.5％である。 

 年代別でみると、「フィンテックでの代替が可能」は 30代以下が 67.3%で最も高く、60代以上

では 50.6%と低い。 

 勤務先別でみると、FP会社・事務所は「フィンテックでの代替が困難」という回答が 35.6%と高

い。「代替が可能」は 48.3％で、他と比較して低い。 

 FP業務経験年数別でみると、3年以上において「フィンテックでの代替が困難」が 3割を超え

ている（3年以上 9年未満 34.2％、9年以上 31.8％）。 

 FinTechに関する情報量別でみると、十分である人の 67.1％は「フィンテックでの代替が可能」

と回答している。 

 

 

 Q20．「ＦＰの 6ステップ」それぞれについて、フィンテック（FinTech）での代替が困難であると考えるか、あるいは代替

が可能であると考えるかお答えください。― （4）プランの検討・作成と提示  （ひとつだけ） 

  

n

ﾌｨﾝﾃｯｸで

の代替が

困難

ﾌｨﾝﾃｯｸで

の代替が

可能

わからない

775 23.5      59.6      16.9      

男性 541 22.0      60.6      17.4      

女性 234 26.9      57.3      15.8      

30代以下 101 25.7      67.3      6.9        

40代 263 25.5      60.8      13.7      

50代 239 18.8      61.5      19.7      

60代以上 172 25.6      50.6      23.8      

CFP®資格 290 27.6      57.2      15.2      

AFP資格 485 21.0      61.0      17.9      

FP会社・事務所 174 35.6    48.3     16.1      

税務・会計事務所 350 20.6      62.9      16.6      

司法書士・社労士等の士業事務所 251 19.1      62.9      17.9      

3年未満 55 20.0      63.6      16.4      

3年以上9年未満 114 34.2    57.9      7.9        

9年以上 170 31.8      50.0      18.2      

FP業務に従事していない 436 17.9      63.3      18.8      

十分である 85 27.1      67.1      5.9       

不足している 690 23.0      58.7      18.3      

Q7.FP業務

の経験年数

Q22.自身のFinTech

に関する情報量

Q5.勤務先

Q20-4.FinTechの代替可能性_プランの検討・作成と提

示

全 体

Q1.性別

Q2.年代

Q4.認定FP資格

23.5 

59.6 

16.9 

0%

20%

40%

60%

80%

太字 全体と比べて10ポイント以上高い 全体と比べて5ポイント以上高い 太字 全体と比べて10ポイント以上低い
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Q20-5. FinTech での代替－FPの 6ステップ『（5）プランの実行援助』 
 

 FPプロセスの 6ステップ『（5）プランの実行援助』について全体では、「フィンテックでの代替が

困難」が 56.8%、「代替が可能」が 22.7％である。 

 年代別でみると、「フィンテックでの代替が困難」は 30代以下では 66.3%で最も高く、60代以

上は 45.9%と低い。60代以上は 29.7％が「わからない」と回答。 

 FP業務経験年数別では、年数が短いほど「フィンテックでの代替が困難」 の割合が高くなって

いる。 

 FinTechに関する情報量別でみると、十分である人の 64.7％は「フィンテックでの代替が困難」

と回答している。 

 

 

 Q20．「ＦＰの 6ステップ」それぞれについて、フィンテック（FinTech）での代替が困難であると考えるか、あるいは代替

が可能であると考えるかお答えください。― （5）プランの実行援助  （ひとつだけ） 

  

n

ﾌｨﾝﾃｯｸで

の代替が

困難

ﾌｨﾝﾃｯｸで

の代替が

可能

わからない

775 56.8      22.7      20.5      

男性 541 52.9      25.9      21.3      

女性 234 65.8      15.4      18.8      

30代以下 101 66.3      20.8      12.9      

40代 263 59.7      25.1      15.2      

50代 239 57.3      19.7      23.0      

60代以上 172 45.9     24.4      29.7      

CFP®資格 290 59.7      24.8      15.5      

AFP資格 485 55.1      21.4      23.5      

FP会社・事務所 174 62.6      22.4      14.9      

税務・会計事務所 350 56.3      22.0      21.7      

司法書士・社労士等の士業事務所 251 53.4      23.9      22.7      

3年未満 55 67.3    18.2      14.5      

3年以上9年未満 114 64.0      24.6      11.4      

9年以上 170 57.1      21.8      21.2      

FP業務に従事していない 436 53.4      23.2      23.4      

十分である 85 64.7      27.1      8.2       

不足している 690 55.8      22.2      22.0      

Q7.FP業務

の経験年数

Q22.自身のFinTech

に関する情報量

Q5.勤務先

Q20-5.FinTechの代替可能性_プランの実行援助

全 体

Q1.性別

Q2.年代

Q4.認定FP資格

56.8 

22.7 20.5 

0%

20%

40%

60%

80%

太字 全体と比べて10ポイント以上高い 全体と比べて5ポイント以上高い 太字 全体と比べて10ポイント以上低い
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Q20-6. FinTech での代替－FPの 6ステップ『（6）プランの定期的見直し』 
 

 FPプロセスの 6ステップ『（6）プランの定期的見直し』について全体では、「フィンテックでの代

替が可能」が 52.6%、「代替が困難」が 28.4％である。 

 年代別でみると、年代が下がるほど「フィンテックでの代替が困難」 の割合が高くなっており、30

代以下では 35.6%である。「代替が可能」との回答は年代による差はほとんどみられず、いず

れの年代も 50％台である。 

 勤務先別でみると、FP会社・事務所では「フィンテックでの代替が困難」が 37.9%で、他の勤務

先と比較して高い。 

 FinTechに関する情報量別でみると、十分である人の 35.3％は「フィンテックでの代替が困難」

と回答、「代替が可能」は 54.1％である。 

 

 

 Q20．「ＦＰの 6ステップ」それぞれについて、フィンテック（FinTech）での代替が困難であると考えるか、あるいは代替

が可能であると考えるかお答えください。― （6）プランの定期的見直し  （ひとつだけ） 

  

n

ﾌｨﾝﾃｯｸで

の代替が

困難

ﾌｨﾝﾃｯｸで

の代替が

可能

わからない

775 28.4      52.6      19.0      

男性 541 26.2      54.2      19.6      

女性 234 33.3      49.1      17.5      

30代以下 101 35.6      53.5      10.9      

40代 263 30.0      51.7      18.3      

50代 239 27.2      53.6      19.2      

60代以上 172 23.3      52.3      24.4      

CFP®資格 290 31.7      52.4      15.9      

AFP資格 485 26.4      52.8      20.8      

FP会社・事務所 174 37.9      44.8      17.2      

税務・会計事務所 350 24.3      57.4      18.3      

司法書士・社労士等の士業事務所 251 27.5      51.4      21.1      

3年未満 55 34.5      47.3      18.2      

3年以上9年未満 114 36.8      52.6      10.5      

9年以上 170 25.9      51.8      22.4      

FP業務に従事していない 436 26.4      53.7      20.0      

十分である 85 35.3      54.1      10.6      

不足している 690 27.5      52.5      20.0      

Q7.FP業務

の経験年数

Q22.自身のFinTech

に関する情報量

Q5.勤務先

Q20-6.FinTechの代替可能性_プランの定期的見直し

全 体

Q1.性別

Q2.年代

Q4.認定FP資格

28.4 

52.6 

19.0 

0%

20%

40%

60%

80%

太字 全体と比べて10ポイント以上高い 全体と比べて5ポイント以上高い 太字 全体と比べて10ポイント以上低い



 

35 

 

 

Q21. FinTechの影響によって克服すべき課題 
 

 「（自身の）FinTechに関する知識・理論の向上」(全体 60.9%)は、30代以下（68.3％）やＦＰ会

社・事務所（66.7％）などで割合が特に高いが、FinTechに関する情報量が十分である人

（49.4％）は低くなっている。 

 「FinTechの利用による業務効率の向上」（全体 44.3％）は、60代以上（33.7％）では割合が

低い。FP業務経験年数 9年以上（53.5％）や FinTechに関する情報量が十分である人

（69.4％）は課題として挙げる割合が高い。 

 「FinTechの利用によるマーケティング手法の向上」（全体 26.2％）は、FP会社・事務所

（37.4％）や FP業務経験年数 9年以上（37.1％）で高い。 

 

 

 Q21．フィンテック（FinTech）の影響によって、あなた（またはあなたの会社・事務所）が克服すべき課題は何ですか。

（いくつでも） 

  

n

（自身

の）

FinTechに

関する知

識・理論の

向上

（自身

の）投資・

ライフプラン

等に関する

知識・理

論の向上

FinTech

の利用によ

る業務効

率の向上

FinTech

の導入によ

るサービス

内容の拡

大

FinTech

の利用によ

るマーケティ

ング手法の

向上

その他 特にない

775 60.9      45.7      44.3      35.6      26.2      1.8        14.8      

男性 541 60.3      44.7      45.1      38.3      28.3      2.2        14.4      

女性 234 62.4      47.9      42.3      29.5      21.4      0.9        15.8      

30代以下 101 68.3      53.5      51.5      40.6      30.7      -          9.9        

40代 263 64.6      47.9      49.4      40.3      27.4      1.1        11.4      

50代 239 55.2      41.4      43.1      36.0      23.8      2.9        17.2      

60代以上 172 58.7      43.6      33.7     25.0     25.0      2.3        19.8      

CFP®資格 290 64.1      45.5      45.2      39.7      28.6      2.4        13.8      

AFP資格 485 59.0      45.8      43.7      33.2      24.7      1.4        15.5      

FP会社・事務所 174 66.7      46.6      43.1      40.2      37.4    2.3        11.5      

税務・会計事務所 350 62.6      42.6      53.1      41.4      24.9      1.7        11.7      

司法書士・社労士等の士業事務所 251 54.6      49.4      32.7     24.3     20.3      1.6        21.5      

3年未満 55 56.4      40.0      36.4      40.0      27.3      -          16.4      

3年以上9年未満 114 62.3      49.1      47.4      38.6      28.9      0.9        10.5      

9年以上 170 61.8      44.1      53.5      48.8    37.1    2.9        11.2      

FP業務に従事していない 436 60.8      46.1      40.8      29.1      21.1      1.8        17.2      

十分である 85 49.4     34.1     69.4    49.4    34.1      1.2        9.4        

不足している 690 62.3      47.1      41.2      33.9      25.2      1.9        15.5      

Q22.自身のFinTech

に関する情報量

Q21.FinTechの影響によって克服すべき課題

Q1.性別

Q2.年代

Q4.認定FP資格

Q5.勤務先

全 体

Q7.FP業務

の経験年数

60.9 

45.7 44.3 

35.6 

26.2 

1.8 

14.8 

0%

20%

40%

60%

80%

太字 全体と比べて10ポイント以上高い 全体と比べて5ポイント以上高い 太字 全体と比べて10ポイント以上低い
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Q22. 自身の FinTechに関する情報量 
 

 全体では、「十分」と「どちらかといえば十分」の合計は 11.0％である。 一方、「どちらかといえ

ば不足」と「不足」の合計は 89.0％と非常に高い。 

 性別でみると、男女とも「不足している計」の割合が高い（男性 88.0％、女性 91.5％）。 

 年代別でみると、いずれの年代も 80％以上が「不足している計」と回答しているが、その割合

は年代が上がるにつれて高くなる。 

 認定 FP資格別でみると、「不足している計」は CFP®認定者が 85.2％、AFP認定者が

91.3％である。 

 勤務先別でみると、FP会社・事務所は「不足している計」が他の勤務先に比べれば低いが、そ

れでも 83.3％と 8割超である。 

 

 

 Q22．あなたご自身の、フィンテック（FinTech）に関する情報量は十分であると思いますか。（ひとつだけ） 

  

n

十分である どちらかとい

えば十分で

ある

どちらかとい

えば不足し

ている

不足してい

る

十分である

計

不足している

計

775 1.3        9.7        40.6      48.4      11.0      89.0        

男性 541 1.7        10.4      44.0      44.0      12.0      88.0        

女性 234 0.4        8.1        32.9      58.5    8.5        91.5        

30代以下 101 2.0        13.9      36.6      47.5      15.8      84.2        

40代 263 0.8        10.6      41.1      47.5      11.4      88.6        

50代 239 1.3        10.5      41.8      46.4      11.7      88.3        

60代以上 172 1.7        4.7        40.7      52.9      6.4        93.6        

CFP®資格 290 1.4        13.4      43.8      41.4      14.8      85.2        

AFP資格 485 1.2        7.4        38.8      52.6      8.7        91.3        

FP会社・事務所 174 1.7        14.9      48.9      34.5     16.7      83.3        

税務・会計事務所 350 2.0        11.4      43.7      42.9      13.4      86.6        

司法書士・社労士等の士業事務所 251 -          3.6        30.7      65.7    3.6        96.4        

3年未満 55 -          12.7      47.3      40.0      12.7      87.3        

3年以上9年未満 114 2.6        13.2      48.2      36.0     15.8      84.2        

9年以上 170 1.8        14.7      51.2    32.4     16.5      83.5        

FP業務に従事していない 436 0.9        6.4        33.7      58.9    7.3        92.7        

十分である 85 11.8    88.2    -          -          100.0    -            

不足している 690 -          -          45.7      54.3      -          100.0      

Q7.FP業務

の経験年数

Q22.自身のFinTech

に関する情報量

Q5.勤務先

Q22.自身のFinTechに関する情報量

全 体

Q1.性別

Q2.年代

Q4.認定FP資格

1.3 

9.7 

40.6 

48.4 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

太字 全体と比べて10ポイント以上高い 全体と比べて5ポイント以上高い 太字 全体と比べて10ポイント以上低い

※ 十分である計・・・ 

「十分である」 

「どちらかといえば十分

である」を合計 

※ 不足している計・・・ 

「どちらかといえば不足し

ている」 

「不足している」を合計 
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Q23. FinTechに関連して日本 FP協会に望むこと 
 

 全体では、フィンテックに関する「最新の情報提供」が 69.8%と最も高く、次いで「教育研修の実

施」が 55.2%、「ソフトウエア等の開発及び利用環境の整備」が 43.9%。 

 ほとんどの属性において全体値に近い結果がみられる。その中で、勤務先別でみると、FP会

社・事務所においてフィンテックに関する「ソフトウエア等の開発及び利用環境の整備」を望む割

合が 55.2%で、他と比較して高い。 

 FP業務経験年数別では、9年未満の人はフィンテックに関する「ソフトウエア等の開発及び利

用環境の整備」を望む割合が高い。 

 

 

 Q23．フィンテック（FinTech） に関連して、日本ＦＰ協会に望むことはありますか。（いくつでも） 

 

n

フィンテック

に関する最

新の情報

提供

フィンテック

に関する教

育研修の

実施

フィンテック

に関するソ

フトウエア

等の開発

及び利用

環境の整

備

その他 特にない

775 69.8      55.2      43.9      0.9        12.6      

男性 541 69.7      53.2      46.2      1.3        13.7      

女性 234 70.1      59.8      38.5      -          10.3      

30代以下 101 71.3      60.4      46.5      1.0        9.9        

40代 263 71.9      60.8      50.6      0.8        11.8      

50代 239 67.4      51.9      40.2      0.4        12.1      

60代以上 172 69.2      48.3      37.2      1.7        16.3      

CFP®資格 290 69.0      54.5      46.9      1.0        13.1      

AFP資格 485 70.3      55.7      42.1      0.8        12.4      

FP会社・事務所 174 73.6      58.6      55.2    1.1        9.8        

税務・会計事務所 350 67.4      54.6      38.3      0.9        13.1      

司法書士・社労士等の士業事務所 251 70.5      53.8      43.8      0.8        13.9      

3年未満 55 74.5      56.4      52.7      -          7.3        

3年以上9年未満 114 72.8      54.4      51.8      -          12.3      

9年以上 170 70.6      51.8      44.7      1.8        14.1      

FP業務に従事していない 436 68.1      56.7      40.4      0.9        12.8      

十分である 85 58.8     29.4     48.2      1.2        20.0      

不足している 690 71.2      58.4      43.3      0.9        11.7      

Q7.FP業務

の経験年数

Q22.自身のFinTech

に関する情報量

Q5.勤務先

Q23.FinTechに関連して日本FP協会に望むこと

全 体

Q1.性別

Q2.年代

Q4.認定FP資格

69.8 

55.2 

43.9 

0.9 

12.6 

0%

20%

40%

60%

80%

太字 全体と比べて10ポイント以上高い 全体と比べて5ポイント以上高い 太字 全体と比べて10ポイント以上低い



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

V. 調査票 
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「フィンテック（FinTech）に関する意識・利用状況調査」 

（平成 29年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全員の方】 

Ｑ１．あなたの性別をお答えください。（ひとつだけ）  

 

１．男性          ２．女性 

 

【全員の方】 

Ｑ２．あなたの年齢をお答えください。  

 

      歳（半角の整数でご記入ください） 

 

【全員の方】 

Ｑ３．あなたの現在のお住まいをお答えください。（ひとつだけ） 

 

      ※プルダウンして都道府県名（「1．北海道」～「48．その他」）を選択           

 

【全員の方】 

Ｑ４．平成 29年 2月 1日現在、あなたはどちらのＦＰ資格認定者ですか。（ひとつだけ） 

 

１．ＣＦＰ®資格       ２．ＡＦＰ資格 
 

 

 

 この調査は、日本ファイナンシャル・プランナーズ協会（日本ＦＰ協会）が株式会社日本能

率協会総合研究所に委託し実施するものです。 

 株式会社日本能率協会総合研究所は、プライバシーマーク使用許諾事業者の認定と、情

報セキュリティマネジメントシステム（ISMS)を取得している調査研究の専門機関です。 

 お答えいただいた結果は、すべて「○○という回答が△△パーセント」というように統計的

数字にまとめます。したがって、ご回答者個人のお名前やご回答内容が外部に出ることは

ございません。 

 アンケートの所要時間は 15分程度です。（但し、ご回答状況により異なることもあります） 

 調査結果（詳細）は、PDF ファイル形式で日本ＦＰ協会会員ホームページ「My ページ」に

掲載する予定です。 

 アンケート回答画面では、ブラウザの「戻る」「進む」ボタンを使用しないようお願いいたしま

す。 

 ご回答は、各ページ 60分以内に行っていただき、次へお進みください。 
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【全員の方】 

Ｑ５．あなたのお勤め先についてお答えください。（ひとつだけ） 

 

１．ＦＰ会社・事務所（経営者） 

２．ＦＰ会社・事務所（従業員） 

３．税務・会計事務所 

４．司法書士・行政書士・法律事務所 

５．社労士事務所 

６．その他士業事務所 

７．その他（                                      ） 

 

【全員の方】 

Ｑ６．あなたは現在、ＦＰ業務に従事していますか。（ひとつだけ） 

 

 

 

 

１．ＦＰ業務に従事している 

２．ＦＰ業務には従事していない →Ｑ９に進む。  

 

【Ｑ６で「１．FP業務に従事している」と回答した方】 

Ｑ７．ＦＰ業務の経験年数はどれくらいですか。（ひとつだけ） 

 

１．１年未満         ４．５年以上～７年未満   ７．１１年以上～１３年未満 

２．１年以上～３年未満  ５．７年以上～９年未満   ８．１３年以上～１５年未満 

３．３年以上～５年未満  ６．９年以上～１１年未満  ９．１５年以上 

 

【Ｑ６で「１．従事している」と回答した方】 

Ｑ８．あなたが携わるＦＰ業務の中で相談が多い分野は何ですか。（いくつでも） 

 

１．金融資産運用設計                   ５．保障・補償設計 

２．不動産運用設計                    ６．タックスプランニング 

３．ライフプランニング（教育資金・住宅資金など）  ７．相続・事業承継設計 

４．リタイアメントプランニング            

 

【全員の方】 

Ｑ９．あなたは「ライフプランニングソフト」を知っていますか。（ひとつだけ） 

 

 

 

 

 

１．知っている 

２．なんとなく知っている        

      ３．知らない  →Ｑ12に進む 

 

※この調査における「ＦＰ業務」とは、個人がライフプラン上の目標を達成することを支援するために、 

 必要に応じて他の専門家の協力を得ながらファイナンシャルプランの立案・見直しや、プラン実行 

 のための資産形成商品等の提案を行うことをいいます。 

※この調査における「ライフプランニングソフト」とは、個人がライフプラン上の目標を達成することを支援する

ために、家族構成や収入・支出、資産・負債等の現状をもとに、キャッシュフロー表などを作成するソフトウ

エアをいいます。 
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【Ｑ９で１または２と回答した方】 

Ｑ10．あなたは現在、「ライフプランニングソフト」を利用していますか。（ひとつだけ） 

 

 

 

 

 

１．個人的に利用している   

２．業務上で利用している  →Ｑ12に進む。 

      ３．個人的、業務上どちらでも利用している  →Ｑ12に進む。 

      ４．個人的、業務上どちらも利用していない  

 

 

【Ｑ10で１または４と回答した方】 

Ｑ11．あなたは今後、「ライフプランニングソフト」をＦＰ業務上で利用することを検討していますか。

（ひとつだけ） 

 

 

 

 

 

１．利用する予定   

２．現在、利用を検討中  

      ３．利用することはない  

      ４．わからない  

 

【全員の方】 

Ｑ12．あなたは「ロボ・アドバイザー」を知っていますか。（ひとつだけ） 

 

 

 

 

１．知っている 

２．なんとなく知っている        

      ３．知らない  →Ｑ15に進む 

 

【Ｑ12で１または２と回答した方】 

Ｑ13．あなたは現在、「ロボ・アドバイザー」を利用していますか。（ひとつだけ） 

 

 

 

 

 

１．個人的に利用している   

２．業務上で利用している  →Ｑ15に進む。 

      ３．個人的、業務上どちらでも利用している  →Ｑ15に進む。 

      ４．個人的、業務上どちらも利用していない        

 

※この調査における「ライフプランニングソフト」とは、個人がライフプラン上の目標を達成することを支援する

ために、家族構成や収入・支出、資産・負債等の現状をもとに、キャッシュフロー表などを作成するソフトウ

エアをいいます。 
 

※この調査における「ライフプランニングソフト」とは、個人がライフプラン上の目標を達成することを支援する

ために、家族構成や収入・支出、資産・負債等の現状をもとに、キャッシュフロー表などを作成するソフトウ

エアをいいます。 

 

※この調査における「ロボ・アドバイザー」とは、人間のアドバイザーを介さずに、自動化されたポートフォリオ

管理アドバイス等を提供するオンラインサービス・ソフトウエアをいいます。 

※この調査における「ロボ・アドバイザー」とは、人間のアドバイザーを介さずに、自動化されたポートフォリオ

管理アドバイス等を提供するオンラインサービス・ソフトウエアをいいます。 
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【Ｑ13で１または４と回答した方】 

Ｑ14．あなたは今後、「ロボ・アドバイザー」をＦＰ業務上で利用することを検討していますか。 

（ひとつだけ） 

 

 

 

 
 
１．利用する予定   

２．現在、利用を検討中  

      ３．利用することはない  

      ４．わからない  

 

【全員の方】 

Ｑ15．あなたは「ＰＦＭ（個人資産管理）」を知っていますか。（ひとつだけ） 

 

 

 
 

１．知っている 

２．なんとなく知っている        

      ３．知らない  →Ｑ18に進む 

 

【Ｑ15で１または２と回答した方】 

Ｑ16．あなたは現在、「ＰＦＭ（個人資産管理）」を利用していますか。（ひとつだけ） 

 

 

 

 
１．個人的に利用している   

２．業務上で利用している  →Ｑ18に進む。 

      ３．個人的、業務上どちらでも利用している  →Ｑ18に進む。 

      ４．個人的、業務上どちらも利用していない              

 

【Ｑ16で１または４と回答した方】 

Ｑ17．あなたは今後、「ＰＦＭ（個人資産管理）」をＦＰ業務上で利用することを検討していますか。 

（ひとつだけ） 

 

 

 

１．利用する予定   

２．現在、利用を検討中  

      ３．利用することはない  

      ４．わからない  

  

※この調査における「ロボ・アドバイザー」とは、人間のアドバイザーを介さずに、自動化されたポートフォリオ

管理アドバイス等を提供するオンラインサービス・ソフトウエアをいいます。 
 

※この調査における「PFM（個人資産管理）」とは、家計簿ソフトや、銀行・証券・カード等の口座情報を統合し、

一元的に管理するオンラインサービスをいいます。 

※この調査における「PFM（個人資産管理）」とは、家計簿ソフトや、銀行・証券・カード等の口座情報を統合し、

一元的に管理するオンラインサービスをいいます。 
 

※この調査における「PFM（個人資産管理）」とは、家計簿ソフトや、銀行・証券・カード等の口座情報を統合し、

一元的に管理するオンラインサービスをいいます。 
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【Ｑ６で「１．従事している」と回答した方】 

Ｑ18．あなた（またはあなたの会社・事務所）の「顧客」は顧客自身で以下のツールを利用していま

すか。（それぞれひとつだけ） 

 

（１）「ライフプランニングソフト」を→１．利用している ２．利用していない ３．わからない 

 

（２）「ロボ・アドバイザー」を → １．利用している ２．利用していない ３．わからない 

 

（３）「PFM（個人資産管理）」を → １．利用している ２．利用していない ３．わからない 

 

【全員の方】 

Ｑ19．「ライフプランニングソフト」や「ロボ・アドバイザー」、「ＰＦＭ（個人資産管理）」（以下、フィンテ

ック（FinTech）と言う）がＦＰ業務に与える影響をどのように考えますか。 

（いくつでも） 

 

１．ＦＰの業務効率やサービスの質が向上し、顧客の満足度が高まる 

２．資産形成意識を持つ顧客層が増え、ＦＰへの相談ニーズが高まる  

３．現在顧客に提供しているサービスがフィンテック（FinTech）にとって代わられる可能性が 

ある 

４．安価なフィンテック（FinTech）の利用により、ＦＰの報酬水準が低下する 

５．日本ではフィンテック（FinTech）はあまり普及せず、ＦＰ業務に与える影響は少ない 

６．その他（                                  ） 

 

【全員の方】 

Ｑ20．「ＦＰの 6ステップ」それぞれについて、フィンテック（FinTech）での代替が困難である（＝人に

よるサービスが必要である）と考えるか、あるいは代替が可能であると考えるかお答えくだ

さい。（それぞれひとつだけ） 

 

                                       ﾌｨﾝﾃｯｸでの    ﾌｨﾝﾃｯｸでの 

（１）顧客との関係確立とその明確化  →１．代替が困難 ２．代替が可能 ３．わからない 

 

（２）顧客データの収集と目標の明確化 →１．代替が困難 ２．代替が可能 ３．わからない 

 

（３）顧客のファイナンス状態の分析と評価→１．代替が困難 ２．代替が可能 ３．わからない 

 

（４）プランの検討・作成と提示     →１．代替が困難 ２．代替が可能 ３．わからない 

 

（５）プランの実行援助         →１．代替が困難 ２．代替が可能 ３．わからない 

 

（６）プランの定期的見直し       →１．代替が困難 ２．代替が可能 ３．わからない 
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【全員の方】 

Ｑ21．フィンテック（FinTech）の影響によって、あなた（またはあなたの会社・事務所）が克服すべき

課題は何ですか。（いくつでも） 

 

１．フィンテック（FinTech）の導入によるサービス内容の拡大 

２．フィンテック（FinTech）の利用による業務効率の向上 

３．フィンテック（FinTech）の利用によるマーケティング手法の向上 

４．（自身の）フィンテック（FinTech）に関する知識・理論の向上 

５．（自身の）投資・ライフプラン等に関する知識・理論の向上 

６．その他（                                ） 

７．特にない 

 

【全員の方】 

Ｑ22．あなたご自身の、フィンテック（FinTech）に関する情報量は十分であると思いますか。 

   （ひとつだけ） 

 

１．十分である 

   ２．どちらかといえば十分である 

   ３．どちらかといえば不足している 

   ４．不足している 

 

【全員の方】  

Ｑ23．フィンテック（FinTech） に関連して、日本ＦＰ協会に望むことはありますか。（いくつでも） 

 

１．フィンテック（FinTech）に関する教育研修の実施 

２．フィンテック（FinTech）に関する最新の情報提供 

３．フィンテック（FinTech）に関するソフトウエア等の開発及び利用環境の整備 

４．その他（                                 ） 

５．特にない 

 

 

ご協力ありがとうございました。 
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